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項目、患者教育の目標 8項目、個人・組織要因 8項目、対象者の背景 4項目、の質問紙を
作成した。分析は SPSS Statistics Ver.22を使用した。分析は、探索的因子分析、重回帰分
析、t検定と一元配置分散分析および多重比較を行った。研究実施にあたって、高知県立大
学研究倫理委員会の承認、および必要に応じて協力施設の倫理審査会の承認を得た。 

























































群、看護職経験年数 10 年以上の群、患者教育経験年数 10 年以上の群、患者教育実践頻度
が高い群、院外学習機会が多い群であることが明らかになり、臨床での患者教育の経験を
積み重ねることの重要性と同時に、継続教育の機会を得ることの重要性が示唆されている
といえる。 
これらの結果は、この研究の目的である慢性疾患患者への患者教育に関する看護師のコ
ンピテンシーの向上のために、看護実践や継続教育でどのような配慮が必要なのか、具体
的な方策を考える上で貴重な資料となり得る結果であると考えられる。 
 以上のことから、本学位申請論文は、学位授与に値する成果と考えられ、学位審査委員
会は学位申請者井上直子が、博士（看護学）の学位を授与される資格がある者と認める。 
 
 
